
様式第８号（第１１条関係） 

 

松本市地域づくり推進交付金実績報告書 

 

令和８年３月３１日 

 

（あて先）松本市長 

 

（申請者）  庄内地区まちづくり協議会 

 

１ 交付決定額  

 

２ 本年度実績の報告 

 ⑴ 本年度の交付金事業の報告 

① 事業名： 情報発信事業 

実 施 主 体 庄内地区まちづくり協議会 広報委員会 

実施日（期間） 令和７年４月１日～令和８年３月３１日 

実 施 場 所 庄内地区公民館 

事 業 概 要 

１ 内容 

 ⑴ 市ＨＰを活用した情報発信 

  ア 掲載情報の更新 

  

２ 経費（97,622円） 

⑴ パソコン管理費(ウイルスバスター)      5,830円 

⑵ 消耗品費（インク代・紙・事務用品等）    91,792円 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 
地区住民に情報の共有化が図られ、庄内地区の魅力を発信することができた。 

課 題 
決まった者が活動している状態となっている。まちづくり協議会の広報委員等地域

住民による継続的な活動ができるようにしていきたい。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

 97,622円  47,120円 円 50,502円 

ａ ： 本年度の交付金額のうち、この事業に充当した額 

ｂ ： 前年度の交付金の繰越額のうち、この事業に充当した額 

ｃ ： この事業に充当したその他の財源の額 

 

② 事業名： 非常用物品等整備事業 

実 施 主 体 庄内地区まちづくり協議会 防災委員会 

実施日（期間） 令和７年６月２６日～令和８年３月３１日 

実 施 場 所 地区内の指定避難所（並柳小学校） 

Ｉ 金  ８５０，０００ 円 



事 業 概 要 

１ 内容 

⑴ 避難所開設運営訓練の開催 

   日  時  令和７年9月２１日（土）  午前8時００分～1１時30分 

   会  場  並柳小学校 

   参加者  町会（並柳、並柳団地、出川第一、寿下瀬黒）、役員、松本市消防団

第6分団、松本市等          計２１４人参加 

 ⑵ 災害用物品の整備（災害トイレ等の購入）  

ア 物品     災害用トイレセット及び処理薬剤 

イ 配備     地区内各町会 

 

２ 経費（682,880円） 

⑴ 災害用物品（消耗品）の整備（211,200円） 

排便処理剤 ＠12,000円 ×１６箱×1.1＝211,200円 

⑵ 災害用資機材の整備（471,680円）  

  災害用トイレセット ＠２６，８００円 ×１６セット×１．１＝471,680円 

 

地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

防災消耗品・資機材を計画的に配置し、災害発生直後から、整然かつ衛生的な避

難所運営が可能となり、住民の安心・安全が確保される。 

避難所運営訓練実施に対して、住民の避難・誘導、運営意識が高まった。 

地区内には指定避難所が５カ所あり、今年度は並柳小学校で避難所開設運営訓練

を行った。 

次年度は開成中学校で実施予定 

課 題 
 まずは町会規模の大小にかかわらず、基本同数の配布としたため、過不足が生じ

る懸念がある。 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

682,880円 682,880円 円 円 

 

③ 事業名：  「ドリーム庄内“秋のつどい”」開催事業 

実 施 主 体 ドリーム庄内実行委員会 

実施日（期間） 令和７年１０月１８．１９日土)（日) 

実 施 場 所 ゆめひろば庄内、庄内公園 

事 業 概 要 

１ 内容 

ドリーム庄内“秋のつどい”（運動会）を開催した。 

⑴ 10月１８日（土） 前夜祭、ゴジラ像のお披露目、お楽しみ会  ３00人 

１９日（日） 運動会 

   『防災障害物リレー』、『しっぽ取り』、『綱引き』、『かけっこ』、『玉入れ』、『定番リ

レー』、『水入れリレー』、『大声大会』、『パン取り競争』の９種目を開催した。 

⑵ 地元消防団第6分団による「ちびっこ放水体験」を実施 

⑶ カレーの配食 500人分 

⑷ 参加者：（全体）８００人 

 

２ 経費（310,307万円） 

⑴ 収入 まちづくり協議会交付金（１２万円）、地区町会（190,307円） 

⑵ 支出 防災運動会 310,307万円（競技用消耗品、食材費等） 

 



地 域 づくりの 

成 果 ・ 効 果 

世代を超えた住民の交流を通じ、顔の見える関係・絆づくりが進み、地域の結束力

が高まった。 

課 題 
  

 

決 算 額 
ａ＋ｂ＋ｃ 

財 源 内 訳 

ａ ｂ ｃ 

310,307円 １２０，０００円 ０円 190,307円 

 

決 算 額 ( 計 ) 
（①＋②＋③） 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ 
財 源 内 訳 

Ａ Ｂ Ｃ 

  1,090,809円    ８５０,０００円       円    240,809円 

Ａ ： 各事業のａの合計額 

Ｂ ： 各事業のｂの合計額 

Ｃ ： 各事業のｃの合計額 

 

⑵ 本年度の積立実績の報告 

   なし 

 

⑶ 本年度の交付金のうち、翌年度に繰り越す金額の報告 

Ｉ－Ａ－Ｄ 金        ０円 

  [参考]繰越上限額＝Ｉ×２／１０ 


